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ようを観察することができないかと思っているのです。もっとも、廟自体がこの四半世紀のうちに
ものすごく様変わりしています。当初はとても鄙びた、ひっそりと佇むような廟だったのが、行く
たびに巨大な廟に変貌していくんですね。おそらくその背後には政権の意思もあると思うのですが、
昨年行ってびっくりしたのは、聖者廟の正面脇に大型スクリーンが設置されていて、なんと大統領
の演説がその場で流されていました。これではたして聖者廟といえるのかと思ったのですが、そう
いう変化を探るうえでもなかなか興味深い場所で、毎回そこを見学するのが私の慣わしになってい
ます。
　どうもご清聴ありがとうございました。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊質疑応答＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

質問者 1　ソ連時代の記憶のプロジェクトのところのお話で、ダダバエフさんと共著で 2017 年に
本を出版されたということですが、その表紙の指人形について、これを表紙にするということは、
指人形がカザフだったり、キルギスだったり、その時代を象徴するようなものだったりするのです
か。

小松　じつは、こういう表紙になることは、全然知らなかったのです。実際に本を送ってもらって、
「こういう表紙になったのか」と。おそらく出版社のアイデアではないかと思うのですが、ものす
ごく目立つんですね、原色が入っていて。記憶はなかなか形に表すのは難しいので、それでこうい
うかなり奇抜なデザインになったのではないかと思います。指人形自体は、昔から中央アジアでは
よく使われてきたものですが、とくにソ連時代とは関係ないですね。中央アジアとは関係がありま
すが。

質問者 2　小松先生、ありがとうございました。私にとっても懐かしいことの多いお話でした。一
番最後に見せていただいたゼンギーアタは、たしか小松先生と一緒に私も行きましたから、よく覚
えています。1996 年ですね。まだ修復する前というか、あまり壮麗ではなかった頃のゼンギーア
タでした。
　小松先生のパワーポイントのなかで、本田先生の勉強会について、名前が出ているのでちょっと
ご説明しますと、あれは勉強会というよりも、情報交換と研究発表の会でした。81 年、82 年、83 年、
84 年、85 年と 5年間で、3月 29 日、30 日、31 日に行うという会になっていて、東京の方々からは「あ
れは本田学校だ」と。清水宏祐さんなどはサミットといっていました。何のサミットか知らないけ
れど。私は助手だったので、下準備などをずっとさせられていたのです。毎回みなさんに案内状を
送って、第 1回目は京都でやって、2回目は静岡県、3回目は山形県、4回目が和歌山、5回目がま
た静岡県でした。たしか小松先生にも発表していただこうということになった記憶がありますので、
そういうものだったのです。この際だからいいますけれど、その当時本田先生が、いま東京と京都
で歴史系の若手の研究者では、東京では小松さん、京都では濱田正美さん、あの人たちがこれから
の研究を引っ張っていくぞと私に言われたのです。そうなのかなと思っていたら、濱田さんは京大
の教授になられたし、小松先生も東大の教授になられたので、やっぱり予言は見事にあたったし、
素晴らしい研究者であるということが、若い頃からよく知られていたということを、あらためて思
い出しました。今日のお話を聞いたら、それがどういうかたちで実現していったのか、どんな足跡
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をたどられたのかということがよくわかりまして、本当に素晴らしい学者人生だなと思いました。
　あとは質問です。小松先生はバルトリドの『トルキスタン文化史』を東洋文庫で翻訳されました
が、お弟子さんたちと授業で使われたものがああいうかたちで出版されたので、私はあのときも大
変驚きました。バルトリドが日本語で読めるようになって、しかも大変おもしろいというか、素晴
らしい翻訳が出されたので、学問に対する非常に大きな貢献をされたと、ほかにもご研究の成果は
たくさんあるのですが、すごく感激したものだったのです。じつは、私個人もバルトリドの翻訳を
やっていまして、それは「12 講」です。『トルコ民族史 12 講』というものです。テキストの 3分の 1
までは訳をやったのですが、もし小松さんが先に「もう訳してしまいました」と出されるのかと思っ
ていまして。先に出されたら、自分の訳はあまりいらなくなるかと思っていたので、これは研究さ
れているのでしょうか。
　それから、『近代中央アジアの群像』を昨年出されて、とくにゼキ・ヴェリディ・トガンのとこ
ろを非常に興味深く読ませていただいたのですが、あれは、バルトリドがイスタンブルにやってく
るんですね。トルコ学研究所に呼ばれて。それで 12 回講義をしたのがあの本のもとになっていま
すが、トルコ語が読みにくいのです、癖があって。バルトリドは、はたしてトルコで何語で原稿を
書いて講義をやったのでしょうか。それと、『近代中央アジアの群像』にバルトリドがトガンと一
緒にイスタンブルで撮った写真が載っていましたが、それを見て、講義で使ったトルコ語は、トガ
ンらがみてサゼスチョンをしているのではないかと思ったのです。あのテキストがどういうかたち
で出版されるに至ったのかということに関心を持っているので、小松先生のご存じのことがありま
したら、おうかがいしたい。トガンと特にあの書物との関係をお聞きしたいと思います。

小松　どうもありがとうございます。バルトリドの「12 講」という、イスタンブルでの集中講義の
講義録は昔から有名で、じつは今でも、今年の 3月にアンカラの本屋に行ったら、新しい版のトル
コ語版が店頭にありました。トルコという国は、バルトリドの翻訳を一番たくさん刊行している国
ではないかと思うくらいで、これ以外にもけっこう翻訳があります。私自身は「12 講」については、
一度は翻訳したらいいかなという思いはあったのですが、何もやっていませんので、ぜひ井谷さん、
やってください。いまでも役に立つものだと思います。私はトルコ語版の成立の経緯はあまり知ら
ないのですが、実際の講義は、バルトリドはロシア語で話をして、それをたぶんその場についてい
たトガンとか、ロシア語・トルコ語両方できる人が手助けして伝えたのだろうと思います。ただ、
トガン自身のトルコ語も、もともと彼はバシキール人ですから、イスタンブルのトルコ語とはずい
ぶん違うので、聞いている人は苦労したのではないかと思います。結果として、最初はトルコ語版
として出版されたので、そのまま読み継がれているのでしょう。いまだに読まれているということ
は、バルトリドのトルコ民族史解釈のオリジナリティが評価されている証ではないかと思います。
どうぞ、その翻訳を実現してください。

質問者 2　ありがとうございました。小松先生から直接それをおうかがいすることができましたの
で、私も大変安心して、来年からちょっと暇になったらそちらを全力でやろうと思います。

質問者 3　これからの中央アジアの動向は、先生からみてどのような展開をするか、とくにロシア
と中国とのバランスの間でどう動くか、非常に興味があるのですが、よろしくお願いします。
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小松　これからの中央アジアというのは、なかなか一言ではいいにくいのですが、独立から四半世
紀を過ぎているので、それぞれの国が独自の体制なり、戦略なりをもってやっています。中央アジ
アでひと括りにはたぶんできないと思います。国によってずいぶん経済力には差があり、たとえば
資源が豊富なカザフスタンと資源が乏しいタジキスタンでは全然条件が違いますし、全体としてど
うなるかはなかなかいえないと思うのです。現実問題としては中国の影響力がものすごく高まって
いて、とくにタジキスタンやキルギスの場合にはそれが顕著です。一方で、カザフスタンはロシア
と中国との間で巧みにバランスをとりながら運営しているといえます。これは別に現代に限ったこ
とではなく、かつてカザフのいわゆるハン国が健在であった 18 世紀あたりでもそうなのですが、
そのへんの知恵といいましょうか、大国の間でバランスをとりながら生き残りを目指すという、そ
ういうしたたかな戦略をカザフスタンの場合は持ちあわせているのではないかと思います。ウズベ
キスタンは、一方的に中国の影響圏に入ることを避けながら運営している。タジキスタンとキルギ
スは、経済的に弱いところがあるので、中国の影響をもろに受けているようにみえます。トルクメ
ニスタンも、じつは原油価格が下がってくると、かつてのような力がなくなってきて、中国とタイ
アップするような動きになっているので、ここにも危ういところがあります。予測は立てにくいの
ですが、国によって状況はかなり変わってくるのではないかと思います。

司会　小松先生、恐縮ですが、しめくくりに、研究を志す若い人たちに向けて、なにかメッセージ
をぜひお願いいたします。

小松　そうですね、中央アジアという地域に限っていうと、私自身は東洋史の出身なので歴史のこ
とになりますが、日本ではまだあまり知られていないにしても、語るに足る歴史は大変たくさんあ
るということ、また、現代のイスラームですとか、これからのイスラーム世界ということを考える
と、中央アジアがそのなかでどういう役割を果たすかということは、イスラーム世界全体を考える
うえでも大変重要になってくるのだろうと思います。
　それから、人文学を志すこれからのみなさんに語るとすれば、いい研究をするには何が必要か、
ということです。一番重要なのは、自分が「これはおもしろい！」と思うことではないでしょうか。
「これはおもしろい」と思うことがあって初めて、いい研究への道が開かれるのだろうと思います。
どんなことでもいいのですが、「これはおもしろい」「これは他の人々にも語ってみたい」という、
そういうところが大切だとつくづく思います。じつは、今年の 3月にウズベキスタンのタシュケン
トの大学で約 1カ月間、非常勤で授業をしてきたのですが、そのときにもむこうの大学院生たちに
同じことを話してきました。

司会　どうもありがとうございました。関西圏では小松先生のお話をうかがえる機会はなかなかあ
りませんが、今日は大変貴重な機会であったと思います。これからの小松先生のご健康をお祈りし
ますとともに、さまざまな役職から解放されて、また研究に集中されることと思いますので、ぜひ
また、その研究成果を世に出していただきたいと思います。私たちも楽しみにお待ちしたいと思い
ます。
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